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W3Cのアクセシビリティガイドライン「Web Content Accessibility Guidelines」では、

テキストを２倍（200%）のサイズまで拡大できるようにすることが求められています。

現在、デバイスやブラウザで提供されている拡大手段はページズームが主流です。ただし、ペー

ジズームは表示中の画面（ズーム 100%）の表示が拡大されるわけではないため、注意が必

要です。

たとえば、次のページはテキストのフォントサイズを60ピクセルに設定したものです。画面幅

1200pxで表示し、200%と250%にズームすると、テキストの表示サイズも２倍の 120ピク

セル、2.5倍の 150ピクセルになります。

しかし、ズーム 250%の表示ではテキストに改行が入っています。これは、200%にズームし

た場合は画面幅 600pxの表示が、250%にズームした場合は画面幅 480pxの表示が拡大さ

れるためです。

テキストの拡大表示とアクセシビリティ

画面幅 1200px 画面幅 1200px 画面幅 1200px

ズームなし（100%）

画面幅600pxの表示

フォントサイズ：
60px

フォントサイズ：60px 表示サイズ：120px 表示サイズ：150px

フォントサイズ：
60px

画面幅480pxの表示

ズーム 200% ズーム 250%

※Chromeでは画面右上にあるメニュー内の「ズーム」で拡大できます。

<h1>Stationery Services</h1>

h1 {
 font-size: 60px;
}
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画面幅 1200px 画面幅 1200px 画面幅 1200px

ズームなし（100%）

フォントサイズ：60px

ズーム 200% ズーム 250%

.hero h1 {
 font-size: clamp(48px, 5vw, 68px);
}

こうした仕組みになっているため、ページズームによる拡大表示にはレスポンシブの設定が影響

を与えます。

作成したページの場合、キャッチコピー <h1>のフォントサイズは画面幅 1200pxで 60ピクセ

ルですが、これをズームしたときの表示サイズは 200%で 96ピクセル、250%で 120ピクセ

ルになります。

レスポンシブの設定により、画面幅 600pxと480pxでのフォントサイズが 48ピクセルになっ

ているためです。

<h1>Stationery Services</h1>

表示サイズ：96px 表示サイズ：120px

画面幅600pxの表示

フォントサイズ：
48px

フォントサイズ：
48px

画面幅480pxの表示


